




































第 2に、特に対日イメージの変容に着目してみたい。 1972年、 1973年、 1976年の調蒼 (5) では、
対日イメージはわずかずつではあるか上昇していることが読み取れる。また、この時点までの対
日イメージについて、アメリカ人か好ましいとする度合いは、西ドイツ、フランス、イタリアに

































































ここでは、中等教育レヴェルの社会科教師を対象とする質問調査への回答と、 AStudy to 
扇 ortthe Teaching about Japan in Secondary World廿istoryClassrooms in Texas, 























































ここでは、 15の調査項目のうち、 「対日イメージ」に関する 5項目に限定してその分析結果
を述べることとする。






五つの形容詞対は、 「好きー嫌い」、 「優れている一劣っている」、 「平和的ー好戦的」、
「信頼てきる一信頼できない」、 「民主的ー非民主的」で、これら五つの項目に対して、 5段階
の尺度で回答してもらった。 結果は、対象国ごとに回答の平均値を出し、それをもとに、表 l、
図 lを作成した。 表 l、図 lの地域 lと地域2の区分は以下のようになっている。
・地域 1 Iowa州の4校
・City廿ighSchool 
・West High School 
・Grinnell High School 
・Johh F. Kennedy High School 
• 池域2 Virginia州の 1校









という特徴があるためである。 CityHigh School、WeslHigh Schoolは、いずれもIowaCity 
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の学校てあるか、両校では日本語の選択授槃も行われ、 100名以上が履修し、日本語への関心も
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まず、表 lをもとに、地域 lと地域2の他国イメージの相違に着目したい。表 lは、回答の平
均値からそれぞれの国に対する好意的評価（プラスの評価）の度合いに順位をつけたものである。
地域 lと地域2における順位の違いを見ると、② 「優れている一劣っている」、⑤ 「民主的一
非民主的」の順位には差はなく、①、③、④の項目で相違のあることがわかる。全般的に中国と
韓国に対するイメージの評価は低くなっているが、ソビエトと日本が、①、③、④の項目におい
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の質問を設定している。調査項目にあげたのは、 「新聞」、 「雑誌」、 「書籍」、 「教科書」と













順位 総得点 順位 総得点
1 テレビ 2 1 8 2 I アレビ 2 l 2 7 2 新聞 l l 2 5 2 新聞 1 0 9 2 3 教科書 6 2 6 3 雑誌 6 8 G 4 雑誌 5 8 3 4 数科帯 4 9 
5 映画 5 6 ，5 映画 4 4 6 6 ラシオ :3 l 6 ラシオ 4 0. 4 
7 書籍 l 6 7 書藉 2 2 
8 広告 l 4 8 8 広告 l 7 6 ， NA. 2 9 7 ， NA. 3 5 6 
表3 コミュニケーション：ロコミ情報
地域 l 地域2
I 先生 7 2 1% 6 5 2% 
2. 両親 5 1 6 5 3 ， <., 
3. 友人 5 0 2 5 0 4 
4 親戚 2 5 4 2 4 8 
5 兄弟• 姉妹 2 4 8 1 9 l 
6 話題なし I 7 8 l 4 2 
7 その他 1 8 4 2 7 7 
<4> コミュニケーション：ロコミ情報
ここでは日本に関して、どのような人と情報交換がなされているかをさぐる為の質問を設定し





















回答については、上記の 7つの項目に対し、 「非常に賛成」、 「賛成」、 「どちらとも言えな
い」、 「反対」、 「非常に反対」の 5つの尺度で答えてもらうこととした。結果は、各項目ごと
のパーセンテージに、 1から 5の尺度をかけたものの総計をだし、それをもとに図 3を作成した。
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図3からは、 「Q801 背か低い」、 「Q802 眼鏡」、 「Q803 カメラ」の項目については、地
域2の方がステレオ・タイプヘの同意が強いか、 国804 夫につくす」、 「Q805集団の決定優
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・日米両国民意識調蒼』、朝日新聞社、 1987、P.14. 
(8)教科書分析の対象とする教科書は、具体的には以下の 5冊とした。
A. Marvin Peny,et.al.,A廿ISTORYOFT廿EWORLD (Gr. 9-12) 
B. Karen Kazarosian & Carol Ann Sldnner, WORLD HISTORY: Perspectives on the 
』旱(Gr.9-12) 
C. Henry F. Graff. AMERICA:The Glorious Pubric (Gr. 9-12) 
D. Lewis Paul Todd, et. al., Triumph of the American Nation(Gr. 10-12) 





(9)これは、 TheCollege of Education at'「exasTeach University に設置されている the 





郵送で回答をよせてくださった 8名中 6名（うち 2名は社会科教師ではないため無効）の教師、
計13名を対象とした。なお、 CAPSとは、 Centerfor Asian and Pacific Studiesの略である。
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